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12 (478) 第 129巻第6号
ところでカナダ社会は二つの大きな問題にぶつかっている。一つは中央政府と州政府
との問にみられる対立である。カナダ憲法は自然資源の法的所有者を州政府と規定して
いるロこのため， とりわけ1953午以降石油がパレノレ30ドル以上に高騰するようになって，
アルハータの政府には巨額の収入が石油会社からはいるようになった。中央政府は州間
格差を正す立場から，この収入の配分を要求し，いまなお配分をめくるたたかいが続い
ている。二番目の問題は仏系カナダ人の問題である。とりわけケベック州ほ全国2，400
万の仏系カナダ人のうち 600万が住み，さらに英・ギリシャ・イタりー・ポルトガル系
100万人が生活している。ケベッグの社会ほ従来，英(米〕語を話す少数人口に支配き
れ，仏系カナダ人は従順な姿勢をとっていたが，この15~2C年の問，文化的・感情的・
経済的理由などから，仏系カナダ人の聞に州独立の運軍Jが展開されるようになった。こ
の運動には根強いものがあり!その ζとは数年前， I州政府は州独立について中央政府
と交渉を始めるべきか，いなか」をめぐるレフレシダムにおいて， これを否とする者が
僅少差で是とするも白書どうわまわったことにうかがわれる。ケベックの非仏系カナダ人
がその後移住をはじめていること，古らに独立の運動が若年層の仏系カナダ人に強い支
持を得ていることを考えれば，将来のレフレンダムの結果には予断を許さないものがあ
る。
カゴダの経済は過去10年間平均して10%のインフレを体験している。これに対し政府
は財政支出の削減，金融引締めなど，正統的な財政金融政策をとっているため，たとえ
ばアルパータのように，豊富な自然資源Jこ対し世界的企業の投資が盛んなところがある
とはいえ，失業率は8.5%以上，実際には10%に近くなっているく日本の2%にくらべ
ると大きなちがい Eある〉。豊富な自然資源，広大な土地，高い教育水準，資本設備，
整備された道路，鉄道，航空システムなr 高度産業社会に必要な4のを持っているに
もかかわらず，なぜそうならないのか。あるいは政府の政策方向が誤まっていて，これ
bの潜在能力をひきだしえていないのか，あるいは人間関係において改普すべき点があ
るのか，日本の現状を見ながら，考えて見たし、と思っている。
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